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ヴイストン株式会社 
 

ロボットユーザーのためのコミュニティスペース 

「ロボプロステーション」を 3/17 にオープン！ 

～自社社屋の一部をユーザーに開放、当日は同時に記者発表会も開催～ 
 
ヴイストン株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役：大和信夫）はこのたび、ロボ

ットユーザーが相互交流やロボット工作、またサポートを受けることができるコミュニテ

ィスペース「ロボプロステーション」を当社社屋 1 階にて開設することとなり、2007 年 3
月 17 日(土)10 時よりオープンをうけ、11 時より報道関係者向けの記者発表会を行います。 
 
 今回開設するコミュニティスペース「ロボプロステーション」の主な内容は下記の通り

です。 
①本格的なステージとフィールドを当社製品以外のロボットユーザーにも広く開放、

各種ロボットの展示に加えて競技会も開催 
   当社 1 階ステージとフィールドをユーザー向けに開放し、思いのままにモーション

作成や調整、練習を行って頂けます。約 420 ㎡の広いスペースで、初心者から上級

者まで幅広く腕を磨くことができます。ロボット全体の普及を願う立場から、使用

機種やメーカーによる制限は設けておりません。 
場所は JR 大阪駅から約 15 分、駐車場も最大 10 台分のスペースがあります。 
これからロボットの製作や練習に挑戦される方も、鉄人 28 号ロボットやロボカップ

サッカー世界大会 3 連覇ロボット「VisiON」シリーズ等の各種ロボットの展示でお

楽しみ頂けます。 
  ②当社スタッフが常駐し工作教室、合同組立説明会や当社関連製品のサポートを行う 

   参加者を募ってのロボット工作教室、また主に新製品についてメーカーの担当者と

ユーザーが一緒にロボットを組立てる合同組立説明会を開催します。また、当社の

関連するロボット製品については、当日常駐する当社スタッフがユーザーのご質問

やご相談にお答えします。 
  ③ロボット自作用設備をユーザーに開放、ロボット関連パーツや商品も販売し当日現

地でのロボット製作が可能 

   当社のロボット製作用設備（一部）をユーザーに開放、自作ロボットもロボプロス

テーション内で製作することができます。ロボット関連パーツやアルミ板の切削サ

ービスも行う予定です（有料、要事前予約）。 
  ④ロボットの様々な競技、チャレンジの提案 

   新しい競技やユーザーと共にチャレンジするような企画を通じて、ロボットの新し

い楽しみ方を提案していきたいと考えています。 



                          

ロボプロステーションは当初 1 ヶ月に 1 回の定期開催を予定しており、当初 3 ヶ月は入

場料無料、その後有料化する予定です。開設に際しての詳細は 3 月 17 日の第 1 回開催日に

記者発表会を行ってお知らせします。 
 

 
ロボットサッカーも可能なフィールド        1 階開放エリア 

 
RB2000（JRPROPO）による      自作ロボットでアスリート対決！ 

    ロボットサッカー2on2 
 
○3 月 17 日の開催内容 
 (1)開催時間 10:00～17:00 
 (2)記者発表会 11:00-11:30（ロボットクラブ開設の趣旨、内容についてご説明） 
 (3)ロボットによるデモンストレーション 
 (4)ユーザーサポート、練習会 
 
以上 
 
○本件に関するお問い合わせ及び当日取材のお申込先 
ヴイストン株式会社（http://www.vstone.co.jp/） 広報担当 経営企画室 松田公彦 

   〒554-0024 大阪府大阪市此花区島屋 4-4-11 
   TEL:06-6467-6601 FAX:06-6467-6602 E-mail:infodesk@vstone.co.jp 
 

 


